特別展「家畜　－愛で、育て、屠る－」標本見学会のおしらせ
「生殖器の解剖学」　受付終了
演者：遠藤秀紀（解剖学者・東京大学総合研究博物館教授）
解剖標本の例：ブタの子宮、ウシの胎子、各種家畜の骨など
開催日時
5月25日（土）10時から15時の間の30分間
会場
東京大学総合研究博物館
東京都文京区本郷7-3-1
東京大学総合研究博物館ホームページURL：http://www.um.u-tokyo.ac.jp/
参加費は無料です。
特別展「家畜　－愛で、育て、屠る－」では、世界中の多彩な家畜の外貌を見ることができます。一方で、そうした家畜の暮らしぶりは、臓器や骨の仕組みによって実現しています。動物体の内臓や骨格の標本を観察して、家畜の理解を深めたいと思います。
参加申し込み
往復はがきに、1氏名、2 年齢、3 住所、4 電子メールアドレス、5 電話番号、6 参加の動機、の6 項目を記入して、以下まで郵送してください。
〒113-0033　東京都文京区本郷7-3-1
東京大学総合研究博物館 「生殖器の解剖学」係
遠藤秀紀宛
申し込み締め切りは2019年5月13日（月）です。
参加される方が同じ時刻に集中しないように、恐縮ですが、集まっていただく時刻をこちらで決定しまして、返信葉書でお返事致します。上記5時間のうちの30分間程度の行事になります。ご都合のよい時間帯にならない可能性がありますが、どうかご了解ください。また恐縮ながら、希望者が余りに多い場合には、抽選で受講者を選ばせていただきます。ご了解ください。
